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研究成果の概要（和文）：糖鎖を側鎖に有する糖鎖高分子について、精密な重合を用いて生体機能性高分子の設
計、解析を行った。糖認識タンパク質の構造に合わせた高分子を設計したところ、分子認識能は、精密に制御さ
れた。糖鎖の配置だけでなく、高分子の主鎖、側鎖の運動特性も分子認識能によって大きな影響を与えることを
明らかにした。また、Siglecを介した免疫抑制能の発揮、インフルエンザウイルスの効果的な阻害剤の開発など
設計高分子による創薬の可能性を示した。重合法としてPET-RAFT重合を活用した高分子の合成方法について検討
し、糖鎖高分子ライブラリーの開発とそれによる機能性分子のスクリーニング方法を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We designed and analyzed biofunctional polymers using the controlled 
polymerization of glycopolymers with sugar side chains. When the polymers were designed to match the
 structure of the sugar recognition proteins, the molecular recognition ability was controlled. It 
was clarified that not only the arrangement of sugars but also the kinetic properties of the main 
and side chains of the polymers have a significant influence on the molecular recognition ability. 
In addition, the possibility of drug discovery using designed polymers, such as the demonstration of
 immunosuppressive activity via Siglec and the development of effective inhibitors of influenza 
viruses, was demonstrated. We investigated the synthesis of polymers using PET-RAFT polymerization 
as a polymerization method, and clarified the development of a library of glycopolymers and a 
screening method for functional molecules using this library.

研究分野： 高分子化学、生体機能性高分子

キーワード： 糖鎖高分子　精密重合　De novo デザイン　分子認識　多価効果
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では精密な合成高分子を用いて生体機能を設計制御できることを明らかにした。生体分子認識能などの生
理活性に関する研究は低分子やペプチドや核酸などの天然の生体高分子に限られてきたが、本研究では合成高分
子でも、生体高分子のような働きを発現させることができ、自由に設計―制御できることを明らかにした。即
ち、生物のような機能を持つ分子システムは合成高分子でもよいことを明らかにした。そして、合成高分子によ
る創薬の可能性を明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 細胞表面に存在する糖鎖は、種々の生理活性を司る重要性が指摘されていた。その一方で糖鎖
の相互作用は弱く、これを利活用することが難しいことが知られていた。糖鎖の分子認識能につ
いては、糖鎖を集合化させて、多価効果と呼ばれる相互作用の増強効果の発現が鍵になることが
知られていた。糖鎖の多価効果を効果的に発現させる高分子として、糖鎖を側鎖に結合させた糖
鎖高分子が知られてきた。 
 糖鎖高分子は、糖鎖を側鎖に結合させたビニルモノマーの付加重合によって合成することが
できる。付加重合であることから、リビングラジカル重合によって、糖鎖高分子の精密制御が達
成できることが当グループおよび他のグループによって明らかにされてきた。当グループは糖
鎖高分子の精密制御によって、分子認識能が変化することを見出してきた。 
 
２．研究の目的 
 糖鎖の多価効果、配置について精密制御重合を利用した糖鎖高分子によって設計制御できる
ことを明らかにする。精密制御重合を用いて、糖鎖高分子の分子認識能、機能をデノボデザイン
し、合成高分子医薬という、新しいモダリティーを創製するための基礎を明らかにすることを目
的とする。 
 糖鎖をはじめとした機能性の官能基の精密配置を、RAFT リビングラジカル重合によって達
成し、分子認識能の制御が可能であることを示す。同時に、糖鎖が種々の疾病にも関係すること
から、ウイルス感染症、自己免疫疾患といった具体的な疾病に対する作用について、分子認識能
の観点から、創薬に応用できる分子設計を明らかにする。同時に、このような生体分子認識能に
ついて、その機能を定量的に明らかにする。 
  
３．研究の方法 
 （１）糖鎖高分子の精密設計による生体機能性高分子の De novo デザイン 
 糖鎖を側鎖に結合させた、糖鎖高分子の精密制御重合と、それに基づく生体機能の解析を行っ
た。糖鎖高分子の糖鎖モノマーの密度、分子鎖長の制御によって、糖認識タンパク質、インフル
エンザウイルス、免疫関連タンパク質との相互作用に違いを検討した。 
 
 （２）糖鎖高分子の新規重合法に基づく糖鎖高分子ライブラリーの開発 
 糖鎖高分子の精密重合法について、可逆的付加開裂連鎖移動重合（RAFT）法によって検討した。
これまでに行ってきた、RAFT 法に加えて、光触媒を用いた光電子―エネルギー移動（PET）-RAFT
重合法を検討した。PET-RAFT 法において、酸素ラジカルの排除を恒常的に行うことで、ライブ
ラリーの調製を行い、生理活性糖の効率的な取得を検討した。 
 
 （３）糖鎖高分子の分子集合体の検討 
 糖鎖高分子は水溶性高分子であるが、多くの水素結合対を形成することから条件によっては
糖鎖高分子による超分子形成が起こり得る。各種の糖鎖高分子、及びポリエチレングリコールと
のブロック共重合体の形成を行って、糖鎖高分子による超分子形成能について検討した。 
 
 
４．研究成果 
（１）糖鎖高分子の精密設計による生体機能性高分子の De novo デザイン 
糖鎖を側鎖に結合させた、糖鎖高分子の精密制御重合と、それに基づく生体機能の解析を行った。 
糖認識タンパク質は、その殆どが多量体のタンパク質であり、対称的な構造を有している。その
ため、糖認識部位は、一定の距離間隔で離れて存在している。糖鎖高分子の分子鎖長によって、
結合できるタンパク質―糖鎖の結合が変化して分子認識性は厳密に制御することができた。ま
た、ブロック共重合体の手法を用いることで糖鎖を偏在させて、タンパク質との分子認識性を向
上させることができた。 
 また、タンパク質の形状に合わせた高分子設計によって分子認識性を制御、向上させた。イン
フルエンザウイルスの感染に関係するタンパク質である、ヘマグルチニンは膜表面で三角形の
形状をした糖認識部位を有している。３本鎖のスターポリマーを構成するために、３本鎖の RAFT
剤を設計し、ヘマグルチニンに結合するシアリルラクトースを有する糖鎖高分子の合成を行っ
た。星形の糖鎖高分子はその分子鎖長に応じてヘマグルチニンとの効率的に結合し、最適設計の
糖鎖高分子は効率的なインフルエンザヘマグルチニンの阻害を示した。 
 免疫抑制効果を発現させる、Siglec-E に対して効果的に結合して作用する糖鎖高分子の開発
を行った。糖鎖高分子の分子鎖長、構造を制御することで、Siglec に対して作用する高分子を
創製し、高密度な糖鎖の配置と２つ以上の Siglec に結合する高分子が適切な免疫抑制能を発揮
することを明らかにした。 
 これらの糖鎖高分子の設計では、糖鎖とタンパク質の結合から生じるエネルギー的利得を主



に考えて設計が行われている。その一方で、実際の結合には分子運動性や系全体のエントロピー
の利得も大きく寄与する。糖鎖高分子の分子の主鎖構造を種々変化させて調製、この時の糖認識
タンパク質との分子認識性を等温カロリメトリ―法によって測定した。糖鎖高分子のレクチン
認識能は、分子鎖長だけでなく、高分子の主鎖の種類によっても変化することを明らかにした。
エンタルピーだけでなく、エントロピーも糖鎖高分子構造によって大きく変化することを明ら
かにした。また、それらの変化を NMR の緩和時間変化によって分子運動性に大きく差異があるこ
とを明らかにした。 
 
（２）糖鎖高分子の新規重合法に基づく糖鎖高分子ライブラリーの開発 
 糖鎖高分子の PET-RAFT 法を検討した。光触媒として、Zn-ポルフィリンを用いた重合法、EOSIN-
Y を用いた重合法を検討した。双方において、脱気をせずにオープンエアー状態による糖鎖高分
子の精密重合を達成した。96 孔プレートを用いて糖鎖モノマーを加えて重合を行い、糖鎖モノ
マー、アクリルアミド、疎水性アクリルアミド、ジメチルアクリルアミドの共重合体が効率よく
進行することを明らかにした。共重合特性については Mayo-Lewis の関係式より明らかにした。 
 糖鎖高分子のライブラリーを調製し、生理活性糖鎖高分子の取得を検討した。オリゴ糖鎖の模
倣体の合成のために糖鎖高分子の調製を検討した。オリゴ糖として糖脂質 GM1 のミミックを糖
鎖高分子によって検討した。GM1 のそれぞれの糖鎖構造を機能モジュールと考えて、これを加え
た糖鎖高分子を検討し、GM1 を認識するコレラ毒素 Bサブユニットを用いて GM1 ミミックの機能
を検討した。すると、GM1 末端の糖鎖であるガラクトースとシアル酸を有するコポリマーが GM1
ミミックとして働くことを明らかにした。 
 必須の分子認識構造である、ガラクトースを持つ高分子について、PET-RAFT 法によって 30 種
類の高分子からなる、ライブラリーの調製を行った。ガラクトースに加えて、各種の疎水性のモ
ノマーを加えてコポリマーを合成した。コレラ毒素の結合から、GM1 のシアル酸を疎水性モノマ
ーで一定レベルまで模倣することが可能であることを明らかにした。 
 また、ガラクトースとシアル酸を持つコポリマーを合成し、GM1 ミミック高分子の検討を行っ
た。ガラクトースとシアル酸がある高分子が GM1 のミミック体になることは上記より明らかで
あったが、それらの糖鎖の最適構造は明らかではなかった。PET-RAFT 法によって、ガラクトー
ス、シアル酸、アクリルアミドを含む 14 種類のコポリマーのライブラリーを調製した。この糖
鎖高分子ライブラリーについて、コレラ毒素との結合を表面プラズモンイメージングで網羅解
析したところ、ガラクトース 70％、シアル酸 20％の高分子が最も優れた結合活性を示すことが
分かった。タンパク質に対する結合部位は GM1 と同じ部位であることが阻害実験より示され、結
合定数は 107（M-1）オーダーで、天然の GM1 よりやや劣るものの天然にみられる糖―タンパク質
結合に比べて強く、優れた結合定数を示すことがわかった。 
 
（３）糖鎖高分子の分子集合体の検討 
 メタクリレート型の糖鎖高分子でマンノースを側鎖に有する糖鎖高分子について、特に分子
集合体形成能を検討した。ポリエチレングリコールとの糖鎖高分子の分子集合体において、糖鎖
高分子は分子集合体の形成が観察された。分子集合体の形成能はポリエチレングリコールと糖
鎖部分の分子鎖長の比によって異なり、一定の分子鎖長比率においてコアセルベートを形成す
ることがわかった。 
 一方で、糖鎖高分子の分子間相互作用について、水晶発振子による定量を行った。糖鎖高分子
としてマンノース、グルコース、ガラクトースを側鎖に有する糖鎖高分子の合成を行い、末端チ
オール型の糖鎖高分子を固定化した上で定量を行った。糖鎖高分子のうち、マンノース型の糖鎖
高分子のみが強い結合を示し、イオンとしてカルシウムに対する強い依存性があった。糖鎖高分
子のうち、ガラクトースやグルコース型に対しては強い相互作用が観察されなかった。このこと
から、これまでに報告がなされていないマンノース間の分子間相互作用の可能性が示唆された。 
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Hikaru Matsumoto, Yu Hoshino, Tomohiro Iwai, Masaya Sawamura, and Yoshiko Miura 59

 １．著者名

10.1039/D0TB02093A

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Aggregation of a double hydrophilic block glycopolymer: the effect of block polymer ratio

J. Mater. Chem. B 10101-10107

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Takahiro Oh , Yu Hoshino and Yoshiko Miura 8

 １．著者名

10.1039/D1TB02344F

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A QCM study of strong carbohydrate carbohydrate interactions of glycopolymers carrying
mannosides on substrates

J. Mat Chem B 2597-2601

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Takahiro Oh, Takeshi Uemura, Masanori Nagao, Yu Hoshino and Yoshiko Miura 10

 １．著者名



2020年

2021年

2019年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1039/C9FD00018F

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Biopolymer Monolith for protein separation

Faraday Discussions 154-167

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Miura, Y.; Seto, H.; Hoshino, Y. 219

 １．著者名

10.1021/acsomega.9b02877

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Screening of a Glycopolymer Library of GM1 Mimics Containing Hydrophobic Units using Surface
Plasmon Resonance Imaging

ACS Omega 20690-20696

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yuri Kimoto, Yuhei Terada, Yu Hoshino, Yoshiko Miura 4

 １．著者名

10.2116/analsci.20P388

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Bio-inert properties of TEG modified dendrimer interface

Analytical Sciences 519-523

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yoshiko Miura, Yuki Kojima, Hirokazu Seto, Yu Hoshino 3

 １．著者名

10.1002/cctc.202000651

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Polystyrene‐Supported PPh3 in Monolithic Porous Material: Effect of Cross‐Linking Degree on
Coordination Mode and Catalytic Activity in Pd‐Catalyzed C-C Cross‐Coupling of Aryl Chlorides

ChemCatChem 4034-4037

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Hikaru Matsumoto, Yu Hoshino, Tomohiro Iwai, Masaya Sawamura, and Yoshiko Miura 12

 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
有機分子触媒L-prolineを固定化した多孔質高分子モノリスの開発およびフロー不斉Aldol付加反応への応
用

化学工学論文集 in press in press

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
服部春香、松本光、星野友、三浦佳子 46

 １．著者名

10.1021/acs.biomac.9b00515

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Synthesis of Various Glycopolymers Bearing Sialyllactose and the Effect of Their Molecular
Mobility on Interaction with the Influenza Virus.

Biomacromolecules 2763-2769

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Nagao, M., Matsubara, T., Hoshino, Y., Sato, T., Miura, Y. 20

 １．著者名

10.1038/s41428-019-0244-x

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Preparation of multifunctional glycopolymers using double orthogonal reactions and the effect
of electrostatic groups on the glycopolymer lectin interaction

Polymer Journal 1299-1308

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Oh, T. Jono, K. Kimoto, Y. Hoshino, Y. Miura, Y. 51

 １．著者名

10.1246/cl.190293

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Fibronectin Coating on Implant Material Surface Atracted both osteoblasts and Bacteria

Chemistry Letters 764-767

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Cui, X.; Hoshino, Y.; Miura, Y. 48

 １．著者名



2020年

2019年

〔学会発表〕　計77件（うち招待講演　9件／うち国際学会　18件）

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Pacific Polymer Conference 17 (PPC17)（国際学会）

Pacific Polymer Conference 17 (PPC17)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

T. Ishida, M. Nagao, H. Ise, Y, Miura

W.Jin, M. Nagao, Y. Miura

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

Investigation of the anti-inflammatory effect in macrophage-like cells using glycopolymers bearing
sialyloligosaccharides,Poster,Pacific polymer Conference

Synthesis of cyclic glycopolymers and evaluation of the interaction with target proteins,Poster,Pacific polymer Conference

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
高分子の精密合成を利用した 糖鎖クラスターによる生理活性物質の創造

ファインケミカル 5-10

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
三浦佳子,長尾匡憲,城野一樹 48

 １．著者名

10.1039/C9TB02418B

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Controlled Polymerization for the Developemtn of Bioconjugate Polymers and Materials

Journal of Materials Chemistry, B 2010-2019

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yoshiko Miura 8

 １．著者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Pacific Polymer Conference 17 (PPC17)（国際学会）

第71回高分子学会年次大会

第71回高分子学会年次大会

第59回化学関連支部合同九州大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Yoshiko Miura

金 文康、長尾 匡憲、星野 友、三浦 佳子

石田 尚斗、長尾 匡憲、伊勢 裕彦、星野 友、三浦 佳子

金 文康、長尾 匡憲、三浦 佳子

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

シアリルオリゴ糖を有する糖鎖高分子を用いたマクロファージ様細胞に対する炎症抑制の検討

コレラ毒素認識能を持った環状糖鎖高分子の合成および相互作用評価

Denovo design of glycopolymer for controlled molecular recognition

環状糖鎖高分子の合成および標的タンパク質との相互作用評価



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第32回バイオ・高分子シンポジウム

第71回高分子討論会

 ３．学会等名
第71回高分子討論会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

三浦 佳子、王 尊弘、長尾 匡憲、星野 友

塩満 明佳、石田 尚斗、長尾 匡憲、伊勢 裕彦、三浦 佳子

金 文康、長尾 匡憲、三浦 佳子

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

親水性ブロック糖鎖高分子による水溶液中での分子集合体の形成

シアル酸を用いた星型糖鎖高分子の合成と炎症抑制の検討

ガラクトースを用いた環状糖鎖高分子の合成および標的タンパク質との相互作用評価

マクロファージ様細胞に対し炎症抑制を示す糖鎖高分子構造のスクリーニング評価

 １．発表者名

 １．発表者名
石田 尚斗、長尾 匡憲、伊勢 裕彦、星野 友、三浦 佳子

第71回高分子討論会



2023年

2023年

2023年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会第103年会（招待講演）

日本化学会第103年会（招待講演）

2022年度高分子学会北陸支部 石川地区講演会（招待講演）

三浦佳子

三浦佳子

三浦佳子

長尾 匡憲、松原 輝彦、星野 友、佐藤 智典、三浦 佳子

第40回日本糖質学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

精密な構造を持つ生体分子認識性の糖鎖高分子の開発

光触媒を利用した高分子機能材料開発の展開

精密重合による分子認識性糖鎖高分子のデノボデザイン

インフルエンザウイルスと結合する糖鎖高分子の構造設計



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第40回日本糖質学会

第70回高分子討論会

第70回高分子討論会

 ３．学会等名

長尾 匡憲、松原 輝彦、星野 友、佐藤 智典、三浦 佳子

植村 剛志、長尾 匡憲、星野 友、三浦 佳子

 ２．発表標題

 ２．発表標題

植村 剛志、長尾 匡憲、星野 友、三浦 佳子

石田 尚斗、長尾 匡憲、星野 友、三浦 佳子

第40回日本糖質学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

インフルエンザウイルスに対する星型糖鎖高分子の構造設計

水系PET-RAFT重合を用いたコレラ毒素認識糖鎖高分子のスクリーニング評

水系PET-RAFT重合による糖鎖高分子ライブラリの合成と分子認識能の解析

Siglecを標的とした免疫抑制を誘導する糖鎖高分子の開発

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Pacifichem2021（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第70回高分子討論会

石田 尚斗、王 尊弘、長尾 匡憲、星野 友、三浦 佳子

長尾 匡憲、松原 輝彦、星野 友、佐藤 智典、三浦 佳子

石田 尚斗、王 尊弘、長尾 匡憲、星野 友、三浦 佳子

Yoshiko Miura

第31回バイオ・高分子シンポジウム

第70回高分子学会年次大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

シアル酸を側鎖に持つ合成高分子とSiglec-Eの相互作用による炎症シグナルの抑制

インフルエンザウイルスに対する合成糖鎖高分子リガンドの幾何学形状設計

RAFT重合を用いたシアル酸含有糖鎖高分子の合成および免疫抑制の検討

Denovo Design of Glycopolymer via Controlled polymerization

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2020年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第58回化学関連支部合同九州大会

第30回日本MRS年次大会

日本バイオマテリアル学会２０２０年度九州ブロック学術講演会

石田 尚斗、王 尊弘、長尾 匡憲、星野 友、三浦 佳子

三浦 佳子、王 尊弘、星野友

松本 光，渋谷 誠，瀬戸弘一，星野 友，三浦佳子

井本 知希、松本 光、星野 友、三浦 佳子

化学工学会第86年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Siglecを介して免疫抑制を示す糖鎖高分子の開発

親水性ブロック糖鎖高分子の水溶液中での自己組織化の法則性

糖鎖高分子モノリスの調製とタンパク質の連続流通式分離

EMPO固定化多孔質モノリスによるアルコールのフロー酸化



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

化学工学会第51回秋季大会

化学工学会第51回秋季大会

第69回高分子討論会

 ３．学会等名

野中 聖也、服部 春香、松本 光、星野 友、三浦 佳子

三浦 佳子、木元 優里、星野 友

 ２．発表標題

 ２．発表標題

井本 知希、松本 光、星野 友、三浦 佳子

松本 光、星野 友、三浦 佳子、岩井 智弘、澤村 正也

令和２年度九州地区高分子若手研究会・冬の講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

触媒固定化多孔質モノリスを充填したマイクロフローリアクターの開発

PET-RAFT重合法を用いた糖鎖高分子ライブラリーの調製と生体機能解析

TEMPO 触媒を固定したゲルモノリスによるアルコールのフロー酸化

ホスフィンリガンドを固定した多孔質モノリスによる精密フロー合成

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第30回バイオ・高分子シンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第69回高分子討論会

Takahiro Oh、Yu Hoshino、Yoshiko Miura

吉瀬 誠也、星野 友、三浦 佳子

植村 剛志、三浦 佳子、星野 友

王 尊弘、星野 友、三浦 佳子

第69回高分子討論会

第69回高分子討論会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

The influence of sugar structure on the self-assembly of double hydrophilic block glycopolymer in aqueous solution

糖鎖高分子の主鎖構造が分子認識に与える影響の検討

水系PET-RAFT重合による糖鎖高分子ライブラリ合成

水溶性糖鎖高分子による水中での自己集合

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第69回高分子学会年次大会

第69回高分子学会年次大会

化学工学会第84年会

王 尊弘、星野 友、三浦 佳子

植村 剛志、星野 友、三浦 佳子、木元 優里

松本光、星野友、三浦佳子

松本光、星野友、三浦佳子

化学工学会第84年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

水中での水溶性糖鎖ブロック高分子集合体における糖構造の影響

水系PET-RAFT重合を用いた糖鎖高分子ライブラリの作製

活性なパラジウム錯体を選択的に形成するホスフィン固定化ポリスチレンの設計

パラジウム‐ホスフィン錯体を固定化した多孔質ポリスチレンモノリスを用いた液液二相系での触媒的フロー合成



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

化学工学会第84年会

第68回高分子学会年次大会

第68回高分子学会年次大会

 ３．学会等名

吉瀬 誠也、城野 一樹、長尾 匡憲、星野 友、三浦 佳子

明石 壮太郎、瀧本 日向、谷口 昇平、星野 友、三浦 佳子

 ２．発表標題
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